
名古屋造形大学では、2016 年に小牧キャンパスから名城公園キャンパスへの移転プロ

ジェクトが始動しました。移転にあたり、地域との新たな関係性を構築することが重要

な課題として位置づけられました。その一環として、教員および学生が名城・柳原地域

において継続的にリサーチを行ったり、産学連携によるまちづくりを計画したり、地域

の歴史的背景や社会的文脈に触れながら、学びと表現の新たな展開の可能性を探りました。

大学移転を契機として、2022 年度以降、学生と地域社会との関係構築を目的とした実

践的な活動が継続的に展開されてきました。これらの取り組みは、学生が主体的に地域

に関わるために何が必要かを考える実践であり、アートやデザインの力を活かしなが

ら、地域社会との持続的な交流や協働のあり方を探る試みでもあります。大学に隣接す

る名古屋市北区の柳原通商店街を主なフィールドとし、地域の生活や文化に触れながら

活動を重ねることで、学生と地域がどのように関わりを築いていけるのかを考えてきま

した。2023 年 1 月には、プロジェクト授業の一環として「柳原芸術祭」を開催し、地域

住民と学生が交流しながら新たなまちの魅力を発見する機会となりました。こうした地

域社会での実践を通じて、「まち」との関わり方を模索してきました。

柳原通商店街振興組合は昭和 37 年（1962 年）に設立、8月には夏祭、12 月には冬祭が

開催され、多くの人が商店街を訪れます。しかし、近年は高齢化や後継者不足、空き家

問題などにより店舗数が減少し、シャッター街化が進んでいます。

商店街の活性化には、地域住民だけでなく、隣接する名古屋造形大学の学生にも商店街

に興味を持ってもらい、積極的にまちに足を運び、活動に参加してもらうことが重要だ

と考えています。
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学生は大学の移転に先立ち、現地に足を運んで名城柳原地区のリサーチを行い、その成果を
もとに様々なスケールや枠組みで設計提案に取り組みました。
移転後は、商店街の敷地を想定して住宅設計に挑戦するとともに、これまでの成果を大学内
で展示し、地域住民にも公開しました。学生が主体的に地域と関わりながら活動を進め、そ
の成果を共有することで、交流や相互理解の機会を生み出しました。

2016 年～名城公園駅の官舎跡地への移転計画が始まる。柳原通商       
　　　　　店街を含む周辺地域のリサーチ、産学連携活動の企画立
　　　　　案を行う。

2017 年　移転確定前の段階から地域と連携するキャンパス計画を
　　　　　立案・提示。

2018 年～用地取得によって移転が確定。
　　　　　学生参加による周辺地域のリサーチや設計提案が始まる。

2021 年　学外から講師を招いてのプロジェクト授業「地域におけ
　　　　　る『対話空間』」を行う。

2022 年　移転開学

柳原芸術祭では、学生が大学で培った芸術的感性を活かし、
『まち』との関係性を築きながら様々な活動に取り組みまし
た。2日間にわたり 6つの企画が実施され、子どもたちと大
きな基地を作って遊ぶ「ダンボール基地をつくってあそぼ
う」、商店街の看板や人物の魅力をガチャに詰め込んだ「推し
ガチャ」、銭湯を会場に思い出を添えた品物で人と人とをつ
なぐ「天徳湯フリーマーケット」など、多彩なプログラムが
展開されました。

学生による地域リサーチの様子



2022 年度の柳原芸術祭に引き続き、柳原通商店街との継続的な関係づくりに取り組むプロジェクト授

業です。「マイクロデザインセンター」では名城・柳原地区の店舗を対象にして、それぞれの空間におけ

る小さな悩みや課題の解決を目指します。例えば「メニューを新調したい」「模様替えをしたい」「棚が欲

しい」「オリジナルグッズを作りたい」などの小さなご相談に対して学生が解決策を提案し、制作します。

そのデザインプロセスとコミュニケーションを通して学生が「まち」と関係を築いていくプロジェクト

が「マイクロデザインセンター」です。

2025年前期までに、の
べ48名の学生が参加
し、19店舗に対して 20
件の取り組みが行われ
ました。2025年後期か
らも活動を継続中です。

01.おにぎり専門店波平/メニュー、
　  キャンペーン企画
02. COLOR / メニュー
03. オガワドラッグ /模様替え
04. 中日信用金庫 /写真展
05. 中垣商店 /クリップ
06. パン工房柳原 /のぼり・のれん
07. キッチンまぜこぜ /駐車場看板
08. 株式会社柔和 /看板
09. いちじく福祉会 /商品タグ

10. 中日新聞柳原販売所 /チラシ
11. NAMED STORE / 看板
12. みつばちバーヤ /柵
13. セブンイレブン /キャンペーン企画
14. 居酒屋いわむら /皿
15. ととや魚春 /うなぎの看板
16. バオバブの木 /店名考案
17. JIN 株式会社 /商店街ロゴマーク再生
18. 合同会社大正「KIKKAKE」/ 時計
19. WCDI English School / ロゴマーク

パン工房やなぎはらさんは、パンの製造・配送を主な業

務としつつ、店頭販売も行っています。

しかし外観からはパン屋さんと気づかれにくく、通りが

かる人にはシャッターが閉まっている印象を持たれやす

い、というお悩みがありました。

そこで、シャッターが閉まっていても分かるように新た

なのれんを設置し、店前ののぼりもリニューアル。

直売所をイメージしたコピーとデザインをすべて手描き

で制作し、懐かしさと温かみを添えています。

新聞に折り込むチラシ「新聞屋新聞」を制作しました。中

日新聞さんが抱える人手不足の課題に応えるため、まず

は実際に夕刊配達に密着。配達業務の大変さ、社会問題

の一つである孤独死を減らす取り組みについて学びました。

制作の過程では、記事内容を外部に出せないなどの制約

もあり、許可取りや修正に苦戦しましたが、最終的には

配達員の募集広告や、読者向けサービス「みまもーる」の

紹介などを掲載。完成したチラシは朝刊に折り込まれ、

地域の皆さんに配布されました。

古着や雑貨のセレクトショップ「NAMED STORE」さんの看

板を制作しました。

まず古着回収用のボックスとチラシをつくり、回収後はボッ

クスを解体してイーゼルと看板として再利用できるよう設

計しました。

集まった古着の一部をパッチワークやコラージュのように

用いて、お店の雰囲気に合う個性的なデザインに。

アップサイクルによって新しい価値を生み出すと同時に、

地域や学生とのつながりを形にする看板を目指しました。

オガワドラッグさんの店内模様替えをお手伝いしました。

日用品の販売をやめ、漢方を中心としたお店へシフトし

ていくために、棚の移動や相談スペースの整備を行いま

した。外から気軽に入りやすい雰囲気にするため、店外

の棚をなくし、ショーウィンドウをすっきりとさせて中

の様子が見えるように変更。

店内では、動線は大きく変えずに、相談スペースを入口

から見やすい位置に配置し、日用品棚を撤去するなどレ

イアウトを改善しました。

お客さんが立ち寄りやすく、相談しやすい空間を目指し

た模様替えとなっています。

学生

お店の方

対象となる店舗を理解する
ことが最初のステップです。
どのようなお店か、どんな
人が営んでいるのか、立地
や店の使われ方などを把握
するため、学生たちは実際
に店舗を訪問し、インタ
ビューを行います。

リサーチで明らかになった
悩みや相談を、デザインや
アートで解決することを目
指します。
有効な方法を検討しながら、
具体的な計画を立て、制作
を進めます。

制作中も店舗に足を運び、
施主と相談を重ね、細部の
確認や調整を経て制作を進
めます。納品後も必要に応
じてフォローやメンテナン
スを行い、提案内容が長く
活用されるようサポートし
ます。

①リサーチ

②課題解決の計画立案

③制作→納品
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柳原通商店街の中杉ビル（名古屋市北区柳原 4-4-4）の長らく空き事務所と

なっていた一室を拠点に、地域活動拠点スタートアップ計画が始動しました。

この計画は、柳原出身の合同会社大正の安藤さんや柳原通商店街振興組合の

方々をはじめ、地域の皆さんのご協力のもと、地域活動の次世代への継承と学

生による地域貢献を目的として進められています。

地域建築領域 蜂屋スタジオが地域拠点にふさわしい内装設計とデザインを提

案、情報表現領域 江津スタジオが使い方のワークショップを企画し、地域の

方々と共に意見交換を行ってきました。

話し合いを重ねる中で決定した拠点の名称『KIKKAKE』（きっかけ）には、「人

と人が出会うきっかけ」、「地域と学生がつながるきっかけ」、「新たな活動が始

まるきっかけ」の意が込められています。こうして生まれた『KIKKAKE』は、

地域と学生が協働しながら育てていく場所です。

新たな拠点を実際に使

いながら今後の活用方

法について考える。

商店街のリサーチを基

に、交流や活動を促す

拠点デザインを提案。

学生が施工の一部に参

加。また、什器などのデ

ザイン・製作も行う。

サテライト授業や日常

的な活動に加え、イベ

ント企画なども行う。

施工と並行し学生と地域

住民が交流できる場をつ

くり、意見交換を行う。

連携先：合同会社大正

実測調査で天井裏を覗くと、界壁はコンクリートブロック

で、通常は短辺方向に架かる小梁が長辺方向に架かってい

ました。その素材感を活かすため天井と壁材を解体し、新

たに正面性を持つ白い壁を設け、地域活動のバックスク

リーンとしました。天井も正面性を強調するようライン照

明を吊るだけの最小限の吊木と野縁で構成。床は粗い目の

ラーチ合板を張り増ししています。歩道際の床は解体して

土間とし、間口全体を木製の引き戸として商店街と連続し

ました。木製建具の腰パネルの高さは元々のタイル張り腰

壁に合わせ、室外機も同じ位置に配置し、商店街の風景を

つくるプロポーションの継承と更新を試みました。

学生のグラフィックデザインスキルを活かし、ワークショップやイ

ベントの広報ツール制作や SNS 発信を行っています。

また、「KIKKAKE」のロゴも制作しました。シンボルマークである鍵

括弧の内部を空白とすることで、常に新たな要素を受け入れる余地

を示し、さまざまな活動が行われ、変わり続ける場所であるという

特性を視覚化しています。

ロゴは「KIKKAKE」の引き戸にも施されており、活動に合わせて「　」

内に文字を書き込んだり、チラシを掲示したりすることで、柔軟に

活用できる仕組みとしています。

これまでに、この場所の活用方法を考えるワークショップを 6回開催しました。前半の 4回では、地域の

方々へのヒアリングやフィールドワークを通じて柳原通商店街への理解を深め、新たな楽しみ方や気づき

について意見交換を行いました。第 5回では江津スタジオの学生が 3つの企画を立案・提案し、第 6回で

は「きっかけはカレーから！！」と題して、食を通じたコミュニケーションの活性化を試みました。さら

に地域との交流を目的としたイベントを実施することで、子育て世代との新たなつながりが生まれると同

時に、学生にとっても実践的な企画運営の経験となっています。こうした積み重ねにより、学生と地域住

民が自然に関わり合い、多世代・多分野の人々が集う交流の場が少しずつ形になりつつあります。

また、プロジェクト始動時からサテライト授業やマイクロデザインセンターの拠点としても活用されてお

り、学生が日常的に商店街に出入りすることで地域との交流が生まれています。地域住民にとっては学生

が身近な存在となり、学生にとっては学びや実践を通じて地域理解を深める機会につながっています。

これまでの取り組み

2025 年 2月　地域活動拠点スタートアップ計画WS「ここで何したい？」vol.1

2025 年 3月　地域活動拠点スタートアップ計画WS「ここで何したい？」vol.2

　　　　　　   地域活動拠点スタートアップ計画WS「ここで何したい？」vol.3

2025 年 4月　地域活動拠点スタートアップ計画WS「ここで何したい？」vol.4

2025 年 5月　地域活動拠点スタートアップ計画WS「ここで何したい？」vol.5

2025 年 6月　地域活動拠点スタートアップ計画WS「きっかけはカレーから！」

　　　　　　   地域建築領域/地域社会圏領域　領域展「この先を紡ぐ線とかたち」

2025 年７月　紙相撲大会 柳原場所

2025 年８月　柳原通商店街夏祭り　KIKKAKE FES たませんおえかきワークショップ

毎週木曜日　   江津スタジオ「KIKKAKE」企画・運営ミーティング

毎週金曜日　   マイクロデザインセンター

地域活動拠点スタートアップ計画WS「ここで何したい？」 きっかけはカレーから！

サテライト授業設計課題展示

紙相撲大会柳原場所 柳原通商店街夏祭り


